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昭和地区で花き栽培を営む菅原良一さん（昭和大久保）

のハウス1,300坪には、色とりどりのバラのつぼみが膨ら

んでいます。

「バラ」は、ブライダルや押し花として人気を集め、カ

ジュアルフラワーとして関東方面などに出荷されます。真

心込めて育てたバラは、観る人の心を和ませ、新年に夢と

希望を抱かせます。
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２

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
二
〇
〇
七
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
潟
上

市
政
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
豪
雪
と
い
う
想
定
外
の
事

態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
合
併
一

周
年
を
記
念
し
た
「
潟
上
市
合
併
記
念

式
典
」
で
は
、
市
民
憲
章
を
は
じ
め
市

民
歌
、
市
の
花
・
木
・
鳥
が
お
披
露
目

と
な
り
、
多
く
の
市
民
の
方
々
と
共
に

潟
上
市
創
造
へ
の
力
強
い
歩
み
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
聖
農
石
川
理
紀
之
助
翁
の
地

元
と
し
て
六
十
四
年
振
り
に
開
催
さ
れ

た
「
第
一
二
九
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」

を
は
じ
め
、
県
内
初
の
潟
上
市
男
女
共

同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
等
は
、
潟

上
市
の
歴
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
標

し
、
こ
れ
ら
事
業
に
お
け
る
数
々
の
教

訓
や
成
果
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
「
潟
上
市
」
は
、

合
併
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
の
一
大
事
業
と
い
う
こ
と
で
は
、

い
よ
い
よ
秋
田
わ
か
杉
国
体
が
本
番
を

迎
え
ま
す
。
昨
年
来
、
民
泊
協
力
会
の

設
立
や
民
泊
家
庭
の
受
入
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
な
ど
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
体
成

功
の
カ
ギ
は
、
や
は
り
「
ま
ご
こ
ろ
」

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
皆
様
に

は
、
今
後
も
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

潟
上
市
は
、
日
本
海
と
八
郎
湖
、
広

大
な
田
園
風
景
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な

自
然
と
都
市
基
盤
の
調
和
し
た
快
適
な

居
住
環
境
を
備
え
て
い
ま
す
。

秋
田
市
に
隣
接
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス

や
居
住
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
特
長
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
潟
上
市
独
自
の
全
市
域

を
見
据
え
た
新
た
な
都
市
計
画
を
策
定

中
で
あ
り
ま
す
。
国
・
県
の
動
向
を
踏

ま
え
て
の
対
応
と
な
る
こ
と
か
ら
一
朝

一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
二
十

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
県
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
合
わ

せ
、
平
成
十
九
年
度
は
潟
上
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
素
案
の
策
定
作
業

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
昭
和
工
業
団
地
に
合
併
後
二

社
が
進
出
し
、
既
に
操
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。超
高
速
通
信
網（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）

も
共
用
開
始
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
年

四
月
か
ら
は
県
に
職
員
を
派
遣
し
て
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
よ
り
積
極

的
に
首
都
圏
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
中
央
企

業
の
景
気
が
回
復
し
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
そ
の
実
感
が
な
い
の
が
実
情

で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
費
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
も
の
と
思

い
ま
す
。

地
方
交
付
税
や
補
助
金
が
さ
ら
に
削

減
さ
れ
る
中
で
、
行
財
政
改
革
に
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
で

き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
」
の
説
明

責
任
を
果
た
し
、
効
率
の
よ
い
行
政
展

開
に
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

本
市
総
合
発
展
計
画
に
掲
げ
る
将
来

像
は
『
活
き
生
き
か
た
が
み
の
夢
づ
く

り
　
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
環
境
に
優
し

い
田
園
都
市
』
で
す
。
行
政
と
住
民
が

協
働
連
携
し
合
い
、
共
に
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
前
進
あ
る
の
み

で
す
。

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
あ
わ
せ
て
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭あいさつ

▲第129回秋田県種苗交換会協賛事業の
「第８回秋田県押花絵コンクール」ｉｎ潟上
実行委員会から寄贈された『市の花・木・
鳥』押花絵額。
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１月５日　 大寒波による記録的な大雪
が市民生活を直撃。市では
豪雪対策本部（平成17年12
月24日）を設置し、自治会
などの協力を得て、「市一斉
除排雪デー」を実施。

１月29日 合併後初の潟上市議会議員
一般選挙が行われ、選良22
名が当選。議長には藤原幸
作氏、副議長には堀井克見
氏が就任。

２月３日　 天王小学校が創立130周年
を迎える。

３月17日 潟上市認定農業者協議会が
発足。

３月21日 『潟上市合併記念式典』を
挙行。「市民憲章」「市民歌
～昇る陽よ」「市の花・木・
鳥」を発表。

３月28日 「潟上市男女共同参画推進
計画」を策定。男女共同参
画の活動拠点となる「潟上
市男女共同参画センター
ウィズ」がオープン。

４月12日 昭和地区・飯田川地区の地
域審議会が開かれる。

６月４日　 八郎湖クリーンアップに市
民約1，300人が参加。

６月14日 初代の市助役に鐙利行氏
（飯田川下虻川）が就任。

６月23日 市議会定例会で「潟上市総
合発展計画基本構想案」が
決まる。

６月24日・25日
国体関連大会「第52回東北
高等学校レスリング大会
（会場・昭和体育館）」が開
かれる。

７月15日 第26回全日本学童軟式野球
県大会で「天王ヴィクトリ
ーズ」が初優勝を飾る。

７月26日～８月３日
第２回中学生海外ホームス
テイ体験学習（オーストラ
リア）に中学生12人参加。

７月27日 潟上市自治会長連絡協議会
連合会が設立。

７月31日 潟上市超高速通信網（Ｂフ
レッツ）整備推進協議会を
設立し、光通信サービスの
早期実現を進める。

８月５日・6日
「第24回飯田川鷺舞まつり」
を開催。

８月15日 「潟上市成人式」新成人対
象者は419人。

８月16日 「第40回八郎まつり」を開催。
８月20日 秋田わか杉国体リハーサル

大会「第45回全国教職員相
撲選手権大会（会場・天王総
合体育館）」が開かれる。

８月27日 「天王グリーンランドまつり
2006」に約6万人が来場。

９月21日 「潟上市敬老式」
招待者が一堂に会し、長寿
を祝い合う。

９月30日～10月２日
第61回国民体育大会「のじ
ぎく兵庫国体」を視察。

９月30日 夕日の松原クリーンアップ
に市民など約600人が参加。

10月７日 追分幼稚園が創立50周年を
迎える。

10月９日 第２回潟上市健康マラソン
大会に538人のランナーが
参加。

10月14日 第２回潟上市音楽祭では市
民700人が市民歌を大合唱。

10月15日 市文化講演会では俳優・浜
美枝さんが講話。

10月15日 豊川小学校が創立130周年
を迎える。

11月１日～７日
第129回秋田県種苗交換会
が潟上市で開かれ、７日間
で約87万５千人の参観者で
賑わう。

11月５日 内閣府と潟上市の共催によ
る「潟上市男女共同参画宣
言都市記念式典・記念フォ
ーラム」を開催。内閣府男
女共同参画局長の板東久美
子氏が基調講演。

潟上市誕生一周年となった2006年は、１月の記録的な「豪雪」

にはじまり、３月には合併記念式典が行われ、８月の国体リハーサ

ル大会や夏の３大まつり、11月１日から開かれた「第129回秋田県

種苗交換会」には県内外から約87万5千人が訪れるなど、活気に満

ちた一年となりました。

広報から拾う
主な出来事プレイバック2006

▲「48豪雪」を上回る大雪は市民生活を直撃

▲合併記念式典を挙行し、限りない発展を誓い合う

国
体
リ
ハ
大
会
の
相
撲
競

技
。
今
年
、
い
よ
い
よ
本

番
を
迎
え
る

▲

▲第129回秋田県種苗交換会の開幕を祝う

▲県内初となる「潟上市男女共同参画宣言都市
記念式典」
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昨年６月の東北高校レスリング選手権
大会にアナウンスボランティアとして参
加しました。アナウンスでは選手名を間
違えないこと、観衆に聞きやすいように
話すことを特に心がけました。今年は国
体本番を迎えますが、同じ高校生の晴れ
舞台でもあり、各選手がベストのプレー
ができるようなアナウンス、観ている人
の心に伝わるアナウンスができたら嬉し
いです。今年２月東北高等学校放送コン
テストでの上位入賞、そして夏の全国大
会をめざして、自分のレベルをさらに向
上させたいと思います。

心
に
伝
わ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

昨年の兵庫国体では、高校生の活躍によ
り秋田県チームは第３位という好成績を収
めました。今年の地元国体でさらに上位を
目指すため、一層の強化を図ります。また
本市には、少年・成年とも県代表になれる
選手が数多くいますので、みなさんの温か
い応援で選手に力を与えてください。
今年の国体が、昭和36年に開催された

「秋田まごころ国体」のような人情味あふ
れる大会となるよう、市民のみなさんと共
に力を尽くしたいと思います。

地
元
選
手
に
期
待

交通安全運動期間を中
心に、子どもたちの登校
時間に街頭指導を行って

います。「おはようございます」と、子どもたちは大き
な声でしっかりとあいさつをしてくれます。近年、子
どもを狙った凶悪事件や不審者による犯罪などが相次
いで発生しています。潟上の将来を担う子どもたちが
悲しい事件に遭わないよう、これからも地域の方々と
協力して、安全を守る活動を続けてまいります。

昨年８月、開かれた国体リハーサル大会に補助員として参加
し、レベルの高い大会に圧倒されました。大会では、会場係とし
て熱い場内での清掃や役員のみなさんに飲料水を提供するなど、
私たちの役割を果たすことができました。今年は、国体を成功さ
せるために、私たちにできることを一生懸命取り組みたいと思い
ます。また、４月から３年生として部活動の陸上競技でも、中総
体で優勝できるよう「全力投球」でがんばります。

わか杉国体に向けて
天王南中学校２年　嵯　峨　美　加さん

平成12年に農業法人と
して設立し、水稲を中心
に転作大豆や新品種のス

イカ、メロンなどを栽培し、作物の複合化に積極的に
取り組んでいます。潟上市は県都秋田市に隣接し、
山・川・海があるという地理条件。この好条件を活か
した『潟上ブランド』を確立したいと考えています。
今年から農業政策が大きく変わることや、地元での国
体開催などを大きなチャンスととらえ、全国に向けて
潟上市を発信していけたらと思っています。

複
合
経
営
の
確
立
へ

地
域
の
力
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
た
い

秋
田
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
理
事
長
　

菅
　
原
　
弥
三
郎
さ
ん

（
昭
和
大
久
保
）

秋
田
西
高
校
２
年

松
　
橋
　
千
　
織
さ
ん

農
業
生
産
法
人

秋
田
フ
ァ
ー
ム
取
締
役
　

伊
　
藤
　
敏
　
和
さ
ん

（
飯
田
川
下
虻
川
）

潟
上
市
老
人
ク
ラ
ブ
飯
田
川
支
部

交
通
安
全
部
長

藤
　
田
　
剛
太
郎
さ
ん

（
飯
田
川
飯
塚
）
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昨年は48豪雪を上回る大雪が市民生活
に大きな影響を与えるなど、記憶に残る
一年となりました。また、市内では火災
件数が多かったものの、団員の的確な活
動等により、大事に至らなかったのが幸
いでありました。
消防団にとって団員不足が課題ですが、
担い手を確保しながら、消防団活動の一
層の充実を図りたいと思います。市民の
生命と財産を守ることは、消防人として
の使命です。最大の目標「無火災」をめ
ざして、市民への啓蒙活動をより強化す
るなど、団員一致協力して市民の安心・
安全なまちづくりに努めたいと思います。

一
致
団
結
し
て
無
火
災
を

ハートフル実行委員会のメンバーとし
て、潟上市の男女共同参画推進のお手伝
いをしています。お互いが思いやりや敬
う心を持ち、個性を尊重することが大事
だなと感じています。
仕事のかたわら、国際交流協会に所属
し、国際ボランティア活動に取り組んで
いますが、いつもたくさんの方々からパ
ワーをいただいています。うれしいこと
です。
いろいろな出会いによって“人”が大
好きになりました。今年も人との縁を大
切に、常に感謝の気持ちを忘れず、好奇
心の赴くままに活動していきたいですね。

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

昨年の６月に開催され
た「東北高校レスリング
選手権大会」でプラカー

ド係を務めました。その経験を活かし、今年の国体で
も、礼儀正しくしっかりとした態度で、与えられた仕
事を素早くやりこなせるようにがんばりたいです。選
手のみなさんが潟上市にいいイメージを持ってもらえ
たらうれしいです。
また、所属しているバレー部では、２年連続全県大

会出場をめざします。

礼
儀
正
し
く
役
割
を
果
た
し
た
い

昨年８月、国体リハーサル大会ではプラカード係を担当し、初
めての経験にとても緊張しました。プラカード役として、その持
ち方や入場の仕方などを学び、選手のみなさんと交流して貴重な
体験となりました。
秋田わか杉国体では、その経験を生かし、自分に与えられた役
割をしっかり行うこと、そして選手のみなさんとの交流が、今か
ら楽しみです。中学3年生として思い出に残る最高の一年にした
いです。

交流の輪を広げたい
天王中学校２年　鎌　田　美　里さん　

選手として、まずは今
年の県体を後悔の無いも
のにしたいです。国体ま

たはそれに至る道程では、その時選手でも裏方でも、自
分の役割に一意専心し、「誰かのために」と、想い多き
汗を流したいと思います。それが、秋田に天皇杯をもた
らす材料、さらに後進の刺激になれば幸いです。
地元開催の相撲競技を市民みなさんのご支援、ご協力
により盛り上げてくださるようお願いします。

地
元
国
体
に
向
け
て

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

は
、
十
二
支
の
最
後
を
飾
る
「
亥
（
イ
ノ
シ
シ
）」
で
す
。

今
年
、
市
で
は
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
本
番
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、
気
持
ち
も
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
号
で
は
「
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
題
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

目
標
や
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

潟
上
市
ハ
ー
ト
フ
ル
実
行
委
員

奈
　
良
　
和
　
美
さ
ん

（
昭
和
豊
川
船
橋
）

潟
上
市
消
防
団
団
長

鎌
　
田
　
健
　
一
さ
ん

（
天
王
字
天
王
）

潟
上
市
天
王
商
工
会
　

鈴
　
木
　
康
　
記
さ
ん

（
天
王
字
二
田
）

羽
城
中
学
校
２
年
　

小
　
熊
　
亜
沙
美
さ
ん



６

地
区
合
同
の
自
治
会
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
各
部
局
か
ら
諸
報
告
や
連

絡
事
項
等
を
説
明
し
、
平
成
十
八
年
度

除
排
雪
方
針
や
地
域
行
事
の
推
進
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
自
治
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
等

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
現
場
等
を
確
認

し
な
が
ら
「
で
き
る
も
の
」「
で
き
な

い
も
の
」
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

併
せ
て
国
に
お
け
る
三
位
一
体
改
革
等

に
よ
り
、
厳
し
さ
を
増
す
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
、
重
ね
て
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

超
高
速
通
信
網(

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ)

の
整
備
を
推
進

十
一
月
十
三
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋

田
支
店
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用

し
た
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
提
供
エ
リ
ア

と
し
て
、
潟
上
市
の
整
備
地
域
を
拡
大

（
一
部
地
域
を
除
く
）
す
る
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
七
月
三
十
一
日
に
潟
上

市
超
高
速
通
信
網
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
）
整

備
推
進
協
議
会
（
会
長
　
石
川
光
男
潟

上
市
長
）
を
設
立
し
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ

ー
ビ
ス
の
早
期
実
現
の
た
め
の
啓
発
、

署
名
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
、
十
月
十
三
日
、
天
王
八
七
八
局
、

昭
和
飯
田
川
八
七
七
局
合
わ
せ
て
目
標

と
す
る
一
、
〇
〇
〇
件
に
達
し
た
こ
と

か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
に
対

し
て
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
加
入
の
仮

潟
上
市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
昨
年
12
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
は
じ
め
、
副
市
長
の
定
数
を

定
め
る
条
例
案
、
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
、
平
成

18
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

成
十
七
年
度
分
と
平
成
十
八
年
度
分
、

合
計
八
万
円
を
返
還
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
集
会
に
出
席

す
る
こ
と
で
諸
情
報
の
収
集
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
市
の
利
益
に
な
る
と
の
観

点
か
ら
支
出
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
特

定
の
政
党
や
政
治
家
の
会
合
へ
の
公
金

支
出
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
長
交
際
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
公
表
し
ま
す
。

第
２
回
自
治
会
長
会
議

十
一
月
二
十
四
日
、
合
併
後
初
の
三

は
じ
め
に
、
平
成
十
八
年
十
月
十
九

日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
、
特
定
の
政
党

や
政
治
家
の
会
合
へ
の
公
金
支
出
に
対

し
て
、『
大
阪
高
裁
の
「
行
政
の
政
治

的
中
立
性
の
要
請
に
反
す
る
も
の
」
と

し
て
違
法
性
を
指
摘
し
て
い
る
』
こ
と

が
掲
載
さ
れ
、
秋
田
市
の
交
際
費
に
よ

る
公
金
支
出
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
直
ち
に
詳
細

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
七
年
度

に
四
件
五
万
円
、
平
成
十
八
年
度
に
二

件
三
万
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

所
定
の
手
続
き
を
経
て
翌
二
十
日
に
平

申
込
書
を
添
え
て
陳
情
書
を
提
出
し
て

い
た
も
の
で
す
。

本
協
議
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人

及
び
市
内
企
業
や
団
体
等
か
ら
広
く
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
７
日
・
８
日
未
明
の

暴
風
雨
に
よ
る
被
害
状
況

倒
木
に
つ
い
て
は
、
主
に
天
王
地
域

の
市
道
を
中
心
に
県
道
を
含
め
十
四
カ

所
で
通
行
止
め
等
を
行
い
、
七
十
六
本

の
倒
木
を
市
及
び
業
者
依
頼
に
よ
っ
て

処
理
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

街
灯
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
Ｗ
用
街

灯
ポ
ー
ル
三
基
が
倒
壊
し
た
ほ
か
、
若

干
の
燈
具
が
損
壊
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
七
日
深
夜
及
び
八
日
の
午
前

中
に
は
空
き
家
の
屋
根
ト
タ
ン
が
飛
散

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
通
報
が
あ
り
、

市
職
員
、
消
防
署
、
関
係
消
防
分
団
員

が
出
動
し
、
直
ち
に
対
処
し
ま
し
た
。

農
業
関
係

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
、

「
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
対

策
」
並
び
に
「
米
の
需
給
調
整
シ
ス
テ

ム
」
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
し
て
、
昨

年
十
月
末
現
在
、
市
内
各
集
落
等
で
計

一
二
〇
回
に
及
ぶ
座
談
会
が
開
催
さ

れ
、
対
策
の
周
知
と
運
用
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
す
で

に
集
落
営
農
組
織
と
し
て
設
立
し
た
集

▲一般質問に答える石川市長

12月定例市議会から

(要旨)(要旨)
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落
も
あ
り
、
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

更
に
経
理
の
一
元
化
な
ど
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
、
営
農
の
実
態
を
十
分
に

把
握
し
て
い
る
農
協
や
集
荷
業
者
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
担
い
手
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全

向
上
対
策
つ
い
て
は
、
市
内
四
地
域
で

十
九
年
度
の
事
業
化
に
向
け
て
、
運
営

方
法
な
ど
の
合
意
形
成
、
活
動
組
織
の

設
立
、
規
約
の
立
案
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
国
・
県
の
予
算
の

提
示
に
よ
り
、
市
と
し
て
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
新

た
に
生
産
調
整
方
針
作
成
者
た
る
農

協
・
集
荷
業
者
が
主
体
的
に
調
整
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

需
給
調
整
業
務
が
行
政
主
体
か
ら
農
協

等
に
移
る
こ
と
か
ら
、
湖
東
農
協
管
内

で
は
市
・
町
の
行
政
担
当
者
が
国
の
農

政
事
務
所
と
共
に
、
農
協
の
実
務
者
と

事
務
事
業
の
す
り
あ
わ
せ
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
み
な
み
農
協
と

も
、
今
後
、
男
鹿
市
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
の
移
行
の
た

め
、
支
援
の
あ
り
方
を
含
め
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

さ
て
、
管
内
に
は
二
つ
の
農
協
を
中

心
に
「
秋
田
み
な
み
農
業
協
同
組
合
担

い
手
育
成
推
進
協
議
会
」
と
「
湖
東
地

域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
が

あ
り
、
集
落
組
織
の
育
成
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
地
域
の
担
い
手

と
な
る
認
定
農
業
者
へ
の
誘
導
、
土
地

利
用
型
農
業
に
お
け
る
集
落
営
農
の
組

織
化
、
さ
ら
に
法
人
化
に
向
け
て
総
合

的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
潟
上

市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
を

十
一
月
十
三
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
協
議
会
を
構
成
す
る
県
、

市
、
農
業
委
員
会
、
農
業
関
係
団
体
と

と
も
に
農
協
・
集
荷
業
者
と
連
携
し
、

経
営
体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

第
一
二
九
回

秋
田
県
種
苗
交
換
会

市
内
外
の
各
界
各
層
か
ら
ご
協
賛
い

た
だ
い
た
「
第
一
二
九
回
秋
田
県
種
苗

交
換
会
」
が
、
十
一
月
七
日
に
閉
幕
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
種
苗
交
換
会
は
、
聖
農
・

石
川
理
紀
之
助
翁
の
地
元
で
あ
り
「
聖

農
の
地
（
ま
ち
）
か
ら
農
業
の
路
（
み

ち
）
を
拓
く
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
精
神
を
基

に
し
て
、
農
業
を
こ
れ
か
ら
も
発
展
さ

せ
て
い
く
起
源
と
な
る
交
換
会
を
念
頭

に
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
、
こ
の
時

期
と
し
て
は
ま
れ
に
見
る
晴
天
に
恵
ま

れ
、
主
催
者
の
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
で
は

八
十
七
万
五
千
人
の
来
場
者
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
各
種
団
体
独
自
の
行

事
を
含
め
る
と
、
そ
れ
以
上
の
来
場
者

数
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
交
換
会
で
得
る
こ
と
が
で
き

た
数
多
く
の
教
訓
と
成
果
を
、
今
後
の

本
市
の
農
業
は
も
と
よ
り
、
市
の
発
展

と
次
代
に
つ
な
ぐ
大
き
な
糧
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
潟
上
市
協
賛
会
の
総
会
を
開

催
し
総
括
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

市
議
会
を
は
じ
め
、
警
察
・
交
通
指
導

隊
な
ど
数
多
く
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
指
導
、
ご
協
力
に
対
し
、
深
く
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
の
概
況

稲
作
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
東
北
農

政
局
秋
田
農
政
事
務
所
が
十
月
二
十
六

日
に
発
表
し
た
本
県
の
作
況
指
数
は
、

平
年
並
み
の
「
一
〇
〇
」
で
あ
り
ま
す
。

八
月
以
降
の
高
温
多
照
で
登
熟
が
進

み
、
県
中
央
で
は
「
九
九
」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
秋
田
地
域
振
興
局
管
内

の
水
稲
定
点
収
量
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
本
年
の
水
稲
作
柄
は
総
籾
数
が
や

や
多
く
、
登
熟
歩
合
も
向
上
し
た
こ
と

か
ら
収
量
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
最
も
懸
念
さ
れ
た
米
の
品
質

に
つ
い
て
は
、
十
一
月
二
十
一
日
現
在
、

潟
上
市
全
体
の
一
等
米
比
率
が
九
三
・

九
九
％
と
高
い
値
を
示
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
気
象
条
件
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
防
除
薬
剤
の
選
択
や
散
布

方
法
な
ど
、
的
確
な
カ
メ
ム
シ
防
除
な

ど
と
適
期
刈
り
取
り
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
実
証
結
果
を
踏

ま
え
適
正
な
防
除
体
系
の
も
と
で
、
良

質
米
の
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、「
潟

上
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式

典
並
び
に
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
内
閣

府
と
共
催
に
よ
り
、
十
一
月
五
日
羽
城

中
学
校
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
議

会
議
員
を
は
じ
め
、
市
民
多
数
の
参
加

を
得
て
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
さ
ら
に
男
女
共
同

参
画
の
重
要
性
を
認
識
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
へ
の
気
運
の
醸
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
児
玉
和
夫

氏
が
三
月
三
十
一
日
付
で
任
期

満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
村
山
稔
氏
（
天
王
字
道
合
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

村
山
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年

四
月
か
ら
県
立
十
和
田
高
校
の

教
諭
を
務
め
、
平
成
十
三
年
四

月
に
は
県
立
秋
田
東
高
校
教
頭
、

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
三
年
間

に
わ
た
り
県
立
男
鹿
工
業
高
校

校
長
を
歴
任
。
平
成
十
八
年
三

月
に
定
年
退
職
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

市長行政報告(要旨)

人
権
擁
護
委
員
に

村
山
　
稔
氏
を
推
薦
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昨
年
十
二
月
三
日
、
昭
和
豊
川
上
虻
川
農

事
集
会
所
で
、
仁
山
営
農
組
合
の
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
選
任
さ
れ
た
佐
々
木
嘉
一
氏
は

「
中
山
間
地
と
い
う
厳
し
い
営
農
条
件
を
抱

え
て
い
る
が
、
将
来
に
明
る
い
展
望
と
挑
戦

す
る
心
構
え
を
持
ち
、
相
互
に
信
頼
し
協
力

し
合
っ
て
、
集
落
営
農
で
よ
か
っ
た
と
み
ん

な
に
喜
ば
れ
る
農
業
を
目
指
す
」
と
あ
い
さ

つ
。続

い
て
、
来

賓
の
石
川
市
長

は
「
仁
山
地
区

は
共
同
の
精
神

で
農
業
を
行

い
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
と
て
も

良
い
。
潟
上
市

で
は
第
一
号
の

発
足
で
あ
り
、

全
面
的
に
支
援

し
て
い
き
た

い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

市
内
の
昭
和
豊
川
仁
山
地
区
と
飯
田
川
妹
川
浜
地
区
の
二
集
落
に
営
農
組
織
が
誕
生

し
ま
し
た
。
両
集
落
で
は
、
農
作
業
の
受
託
及
び
農
業
機
械
の
共
同
化
を
通
じ
、
効
率

的
な
農
業
経
営
を
図
り
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
発
展
す
る
た
め
、
昨
年
の
当
初

か
ら
意
向
調
査
、
集
落
説
明
会
や
十
数
回
に
わ
た
る
準
備
委
員
会
で
検
討
・
協
議
し
な

が
ら
、
集
落
内
の
合
意
形
成
が
進
め
ら
れ
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

両
組
合
は
、
国
の
農
業
政
策
と
な
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
の
要
件
を
満

た
す
農
業
団
体
と
な
り
、
地
域
農
業
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
第
二
回
潟

上
市
自
治
会
長
会
議
が
、
天
王
公
民
館

体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
自
治
会
の
代
表
者
約
一

〇
〇
人
が
出
席
。
市
か
ら
は
石
川
市
長

を
は
じ
め
、
鐙
助
役
、
小
林
教
育
長
や

各
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

石
川
市
長
が
「
平
成
十
九
年
度
予
算
編

成
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
の
財
政

は
、
以
前
に
も
増
し
て
厳
し
い
。
行

政
・
市
議
会
・
自
治
会
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
各
部
長
か
ら
「
祝
日
の
ご

み
収
集
」
「
防
災
行
政
無
線
の
設
置
」

「
国
体
民
泊
協
力
会
」
な
ど
、
各
自
治

会
へ
の
お
願
い
や
連
絡
事
項
を
説
明
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
自
治
会
か
ら
の
提
言
・

要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
結
果
を
報

告
。
要
望
内
容
は
、
道
路
改
良
・
交
通

安
全
施
設
、
除
雪
対
策
な
ど
の
道
路
関

係
や
防
災
、
集
会
施
設
の
整
備
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
で
は
「
今
冬
の
除
雪
体
制
」

に
つ
い
て
の
意
見
・
提
言
が
多
く
出
さ

れ
、
市
か
ら
は
「
除
雪
対
策
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
経
過
と
み
な
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
検
討

し
、
行
政
・
業
者
・
自
治
会
と
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
ま
す
」
と
述
べ
る
な
ど
、

自
治
会
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
住

み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

第２回潟上市自治会長会議

「
仁
山
営
農
組
合
」「
フ
ァ
ー
ム
Ｑ
営
農
組
合
」

集
落
営
農
組
織
が
誕
生
！

「
仁
山
営
農
組
合
」
昭
和
豊
川
仁
山

（
構
成
員
24
人
）

昨
年
十
二
月
十
日
、
飯
田
川
妹
川
浜
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
フ
ァ
ー
ム
Ｑ
営
農
組
合

の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
選
任
さ
れ
た
佐
々
木
俊
則
氏
は

「
担
い
手
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、
私
た
ち

の
集
落
に
は
、
年
代
ご
と
に
多
く
の
若
者
が

農
業
に
従
事
し
て
お
り
、
将
来
の
大
規
模
農

業
実
現
の
た
め
の
布
石
で
あ
る
と
確
信
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
の
勝
田
組
合

長
は
「
１
ha
の

大
区
画
ほ
場
に

展
開
す
る
大
豆

団
地
は
、
全
県

的
に
も
集
団
モ

デ
ル
の
特
徴
と

し
て
誇
り
に
し

て
良
い
。
集
落

営
農
で
財
務
を

築
く
よ
う
会
員

が
一
枚
岩
で
が

ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

「
フ
ァ
ー
ム
Ｑ
営
農
組
合
」
飯
田
川
妹
川
浜

（
構
成
員
23
人
）
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みなさんの今後の所得税・住民税について
税務課q８７８－９８０３

広報12月１日号でもお知らせしましたが、平成19年からの所得税と住民
税（市・県民税）は、税源移譲という国の政策のもと、税率が大きく変わ
ります。
そこで、今回の所得申告分から所得税と住民税がどのように変わるのか、

前年と比較した例をあげてご説明します。

所　得　税 1,590,000円× 10％＝△159,000円
定 率 減 税 159,000円× 10％＝△ 15,900円

143,100円
市・県民税 1,920,000円× 5％＝△ 96,000円
定 率 減 税 96,000円×7.5％＝△ 7,200円

88,800円
均等割（市3,000円＋県1,000円） 4,000円
18年の所得税と市・県民税合計 235,900円

所　得　税 1,590,000円× 5％＝ 79,500円
定 率 減 税 （なし） △0円

79,500円
市・県民税 1,920,000円×10％＝192,000円
定 率 減 税 （なし） △0円

192,000円
均等割（市3,000円＋県1,000円） 4,000円
☆人的控除額の差の減額措置 △16,500円
19年の所得税と市・県民税合計 259,000円

※次の例は、収入金額および諸控除額が前年と全く変わらなかったものとして計算しています。

収入金額 － 給与所得控除額＝所得金額 （所得税・住民税ともに同じ）

5,500,000円 －1,640,000円 ＝ 3,860,000円

所得控除 所　得　税 市・県民税

扶　養　控　除　　 妻 380,000円 330,000円

〃 高校生 630,000円 450,000円

〃 小学生 380,000円 330,000円

基　礎　控　除 380,000円 330,000円

社会保険料控除 500,000円 500,000円

合計所得控除額 2,270,000円 1,940,000円

◯年収５５０万円（給与収入）

◯扶養家族

妻・・・専業主婦

子・・・高校生

子・・・小学生

◯社会保険料　５０万円

☆　課税所得金額は 所　得　税…………3,860,000円－2,270,000円＝1,590,000円

(所得金額-合計所得控除額) 市・県民税…………3,860,000円－1,940,000円＝1,920,000円

平成18年 平成19年

259,000円－235,900円＝23,100円
（税額の差） ＝

15,900円＋　 7,200円＝23,100円
（定率減税）

※　平成18年と平成19年の合計税額の差は平成18

年の定率減税額と同額ですので、平成19年の

定率減税廃止による税額増加はありますが、税

源移譲による負担額は変わりません。

☆住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的

控除額に差があることから、住民税と所得税の税率を変

えただけでは、実際の税負担は増えることになります。

このため個々の納税者の人的控除の適用状況に応じて、

住民税を減額する措置をしますので、税源移譲による税

負担は変わりません。

移譲前� 移譲後�

+ +=
18年分�
所得税�

18年分�
住民税�

19年分�
所得税�

19年分�
住民税�

例　Ａさんの場合
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総合政策課広報統計班（q878－9802）

明るいまちづくりと防犯対策に役立ててほしいと、平成
18年11月28日、東北電力㈱と㈱ユアテックから本市に、
取り付け工事を含む防犯灯14基が寄贈されました。
この日は、東北電力㈱秋田営業所の本間弘信所長と㈱ユ

アテック秋田営業所の伊藤久利所長が本市を訪れ、石川市
長に目録を手渡しました。
寄贈された防犯灯は、市内の危険箇所に設置され、夜間

の安全確保、防犯に役立てられます。

安全・安心なまちづくりのために
東北電力㈱と㈱ユアテックから
防犯灯が寄贈されました

平成18年12月
８日、動物ふれあ
い体験園（オーナ
ー　菅原勝昭）の
計らいで、サンタ
さんがポニーの馬
車に乗って昭和中
央保育園にやって
きました。
玄関でサンタさ

んがくるのをずっ
と待っていた子ど
もたち。サンタさ
んの登場に大歓声があがり、ドキドキしながらポニーに触
ってみたり、「フワフワしていてあったかい…」と満足そ
うにしていました。「めんけなあ」「がんばれど」と声をか
けながらポップコーンを手渡すズーズー弁のサンタさんも
子どもたちの喜ぶ顔を見て感激した様子でした。
来年もまた、トナカイさんではなく、ポニーの馬車にプ

レゼントいっぱい積んできてくださ～い。

昭和中央保育園
サンタがポニーの馬車でやってきた

食育キッズセミナー
地域ぐるみで子どもの「食」を考える
平成18年12月13日、若竹幼児教育センター

（園長　佐藤こう子）で「食育キッズセミナー」
（主催　秋田地域振興局）が行われ、センター
の５歳児や保護者など約130人が、大豆を使
った調理を体験しました。
このセミナーは、地域の人たちと協力して

子どもたちに食材が調理されて食卓に並ぶま
での過程を体験させることで、「食」への関心
を深めてほしいと開催されたものです。
エプロンにバンダナ姿の子どもたちが最初

に挑戦したのは、豆腐づくり。子どもたちは、
飯田川地区生活研究グループ（会長　菊地田
鶴子）のみなさんが大豆から豆腐をつくる様
子を食い入るように見つめ、お手伝いもしま
した。続いて、豆腐づくりでできたおからを
使っての「おからハンバーグづくり」。潟上市
食生活改善推進協議会飯田川支部（支部長
鐙トモ子）のみなさんと一緒にハンバーグの
タネを作り、お皿に盛り付ける野菜の皮むき
などを体験しました。
できあがった豆腐とハンバーグが並んだテ

ーブルをみんなで囲み、「豆腐が甘いね」「ハ
ンバーグおいしい、
上手にできたね」
と会話もはしも進
んでいました。
この日使った大

豆は、子どもたち
が菊地栄一さん
（飯田川和田妹川）
の大豆畑で収穫し
たもの。そして、
千種豆腐店（飯田
川飯塚）で豆腐づ
くりを学ぶなど、
子どもたちは地域
の力で食の体験を
広げています。

本
間
所
長
か
ら
石
川
市
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た

▲

▲

▲「自分でやってみる」と積極的
な子どもたち

大
人
気
だ
っ
た

ポ
ニ
ー
と
サ
ン
タ
さ
ん
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平成18年12月15日、出戸小学校（校長　大石成
子）のボランティア委員会（児童17人）が、天王
地区の特別養護老人ホーム「松恵苑」を訪れ、プ
ルタブ回収活動で交換した車イス1台を寄贈しまし
た。
同校では、プルタブ回収活動や各募金活動、出

戸浜クリーンアップを実施するなど、環境教育に
力を入れています。今回のプルタブ回収は、平成
16年から児童や保護者、地域が一体となって取り
組み、プルタブ約350㎏を達成して実現しました。
当日は、児童らが市民歌やふるさとの合唱を披

露。入所者一人ひとりにメッセージカードを手渡
し、児童から「これから寒い日が続きますが、健
康に気をつけて元気に過ごしてください」と呼び
かけ、和やかな一時を過ごしました。

出戸小学校のプルタブ回収活動
松恵苑に車イスを寄贈

平成18年12月16日、KATAGAMIチャレンジキッズ
クリスマスパーティーが、飯田川公民館を会場に開催
され、約80人の親子が参加しました。
参加者は、潟上市のＡＬＴのセスさんとクリスタル

さんと一緒に、クリスマスリースやケーキ作りを体験。
できあがったリースは、高さ３メートルもあるツリー
に飾りつけ、クリスマスムードいっぱいの中、クリス
マスソングを英語で合唱するなどパーティを楽しみま
した。

KATAGAMIチャレンジキッズ
クリスマスパーティーを開催

人権尊重の大切さを考え、豊かな人権感覚を
身につけ、地域社会への人権思想の普及啓発を
目的に、秋田県及び秋田地区の小中学生人権作
文・標語コンテストが行われ、市内の小中学生
が入賞に輝きました。

○秋田県小学生人権標語コンテスト
奨励賞
「言ってみて　勇気を出して『ありがとう』」

飯田川小学校６年　佐藤　菜美さん

○人権作文・標語コンテスト秋田地区大会
標語・優秀賞
「手をつなぎ　笑顔あふれる　心の和」

天王小学校６年　桜庭　亜弓さん
作文・奨励賞
「今、私ができること」

天王中学校１年　真壁　裕美さん

人権作文・標語コンテスト

心
温
ま
る
歌
と
善
意
が
寄
せ
ら
れ
る
　

▲

▲できあがったリースを手にニッコリ

潟上市連合
婦人会昭和支
部 （ 支 部 長
鈴木組子）が、
平成18年11月
20日、古紙の
リサイクルを
行っている日
本大昭和板紙
東北㈱（秋田
市向浜）の視察研修を行いました。
この日は、会員約40人が参加し、古紙が搬入され再

生紙として生まれ変わるまでの行程を見学。会員のみ
なさんは「再生紙を使用したトイレットペーパーなど
をもっと利用したほうがいい。リサイクルを進めるに
は、ごみを出すときの仕分けが重要」と、ごみの分別
の重要性を再確認していました。
婦人会昭和支部は、30年ほど前からごみの減量化推

進に取り組んでいます。牛乳パックやトレイの回収を
行ったり、生ごみ減量のためＥＭぼかしを配布するな
ど、地域の先頭に立ってごみ減量化を実践しています。
鈴木支部長は「ごみを減らし自然環境を守ることは、

人間にとって大切なこと。豊かな自然を守るため、こ
れからも積極的にごみ減量を呼びかけていきたい」と
話していました。

婦人会昭和支部視察研修
ごみの減量・リサイクル推進の気持ち新たに

リ
サ
イ
ク
ル
行
程
を
見
学

▼
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vol.６

潟
上
市
幼
児
教
育
課
（
q
８
７
７
―
７
８
０
４
）

昨年11月28日、「知事と語ろう!
イキイキ職場支援フォーラム」が、
天王公民館を会場に開催されまし
た。
このフォーラムは、働く場にお

ける女性の人材活用や、男女が共
に仕事と家庭生活を両立できるよ
うな「イキイキと働くことのでき
る職場環境づくり」を目的に県が
主催したものです。
当日は、平成17年度に「男女イ

キイキ職場宣言事業所」として県
と協定を結んだ医療法人正和会(潟
上市昭和)から、子育てと仕事の両
立支援などの取り組みについて事
例発表が行われました。その後、
寺田県知事、平成18年度宣言事業
所の代表の方々、市から鐙助役が
参加したパネルディスカッション
では、「元気な企業は女性の活用が
うまくいっている」「トップが本気
にならないとなかなか進まない」
など、男女共同参画について活発
な意見が出されました。

『
か
た
が
み
ぱ
ぁ
く
』
の
ク
リ
ス
マ
ス

お
楽
し
み
会
が
、
天
王
公
民
館
に
お
い

て
昨
年
十
二
月
七
日(

親
子
十
六
組
参

加)

、
昭
和
公
民
館
に
お
い
て
十
四
日

(

親
子
十
四
組
参
加)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
き
な
ツ
リ
ー
を
作
っ
た

り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な

ど
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
お
互
い
に
情
報
交

換
を
す
る
な
ど
、
い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

交
流
を
図
り
な
が
ら
活
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

代
表
　
宮
田
（
q
８
７
７
│
３
６
１
０
）

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
か
た
が
み
ぱ
ぁ
く
」

ク

リ

ス

マ

ス

会

潟
上
市
ハ
ー
ト
フ
ル
実
行
委
員
会
で

は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
先
取
り
し

て
『
ハ
ー
ト
フ
ル
な
出
張
菓
子
店
』
を

開
店
し
ま
す
。
お
子
様
と
一
緒
に
、
ま

た
カ
ッ
プ
ル
や
お
友
達
同
士
、
チ
ョ
コ

菓
子
づ
く
り
と
、
エ
ス
プ
リ
の
効
い
た

ブ
ラ
ジ
ル
マ
マ
の
ト
ー
ク
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
ご
参
加

お
待
ち
し
て
ま
す
。

と
　
き
▼
二
月
四
日(

日)

午
前
十
時
〜
十
二
時

と
こ
ろ
▼
昭
和
公
民
館
ホ
ー
ル

参
加
費
▼
お
子
様
連
れ
、
カ
ッ
プ
ル
、

お
友
達
同
士
は
一
組
五
〇
〇
円

個
人
で
の
ご
参
加
は

一
人
三
〇
〇
円

＊
当
日
は
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
先
着
五
十
組
（
一
〇
〇
名
）で

締
め
切
り
ま
す
。

お
申
込
み
は
…
一
月
二
十
六
日(

金)

ま
で
に
潟
上
市
幼
児
教
育
課
へ
。

小林久江さん（秋田市土崎）
小林菓子店をご夫婦で経営しています。
３児の母。ブラジルサンパウロ出身で、
日本へ来て24年になります。現在、裁判
所通訳をしたり、ポルトガル語教室
や手作りお菓子教室を主宰して
います。

託児サービスを希望�
される方は、予約が�
　必要です。�

子
ど
も
た
ち
も
大
満
足
の
ク
リ
ス
マ
ス

(

天
王
公
民
館)

▲

ク
リ
ス
マ
ス
楽
し
か
っ
た
ネ
！

(

昭
和
公
民
館)

▲



13

お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（q８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（q８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（q８５５－５１８０）

健康課

乳幼児健診日程表

※　受付時間は12時30分から13時までです。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケートはしっ
かり記入しましょう。

１月10日(水) 乳児健診 平成18年２・５・８月生 飯田川保健福祉センター

１月23日(火) ３歳半児健診 平成15年５・６・７月生 昭和公民館

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉※会場をよくご確認ください。

予防接種日程表

保健福祉センター開放日

１月12日(金) 10時～12時　 飯田川保健福祉センター

１月17日(水) 〃　 天王保健センター

１月19日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

１月23日(火) 〃　　 天王保健センター

１月26日(金) 〃　　　 飯田川保健福祉センター

１月29日(月) 〃　　　　　　 天王保健センター

育児相談日

１月17日(水) 10時～12時 天王保健センター

１月26日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

１月18日(木) 昭和公民館

〈ＢＣＧ〉

１月10日(水) ４ヵ月児健診 平成18年８月生　　 天王保健センター

１月11日(木) ７ヵ月児健診 平成18年５月生　　 天王保健センター

１月12日(金) 10ヵ月児健診　 平成18年２月生 天王保健センター

１月24日(水) ３歳半児健診 平成15年６月生 天王保健センター

１月25日(木) ２歳半児歯科健診 平成16年６・７月生 天王保健センター

〈天王地区にお住まいの方〉

のびのび教室

生後３ヵ月から６ヵ月未満

までに１回接種します。
13時～13時30分

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

◎献血車巡回日程◎

ご協力のお願い�

献血は、手術や事故等で輸血の必要な患
者さんへ届けられる大切なものです。
潟上市でも献血車が巡回しております。

お近くにきた際にはご協力をお願いします。

１月12日(金)
９時30分～11時15分 北日本自動車学校
12時30分～14時30分 藤原記念病院
14時50分～16時30分 総合教育センター・自治研修所

１月19日(金)
９時30分～10時45分 秋田地域振興局福祉環境部
11時00分～12時00分 アグリプラザ昭和
13時10分～13時50分 大久保小学校
14時00分～15時05分 湖東消防昭和分署
15時15分～16時00分 羽城中学校

畔　上　真由子さん
石　川　碧　乃さん
大　木　羽　々さん
小川内　悠　真さん
菊　地　萌乃果さん
佐　藤　理　彩さん

相　馬　蔵　人さん
高　瀬　雅　永さん
藤　井　創太郎さん
米　谷　拓　朗さん
和　田　栞　奈さん

市で11月に３歳半児健診をうけた16人中、
むし歯のなかった子どもは11人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつまでも大切
にしましょう。

昨年12月15日、天王保健センターで行われた
「のびのび教室」には、市内の親子が多数参加し、
子どもたちの元気な声が響いていました。
教室では、手遊びと歌、キッズ3B体操にチャレ

ンジしながら、子育ての情報交換を図るなど、親
と子どもたちの笑顔が広がっています。

～子どもたちの元気な声が広がる～
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「
青
少
年
の
未
来
を
し
っ
か
り
守
り
育
て

る
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
第
二
回
潟
上
市

青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
、
平
成
十
八
年

十
二
月
二
日
、
天
王
公
民
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
潟
上
市
の
将
来
を
担
う

青
少
年
を
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
連

携
し
、
育
成
す
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

大
会
を
通
じ
て
健
全
育
成
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
青
少
年
育
成
潟
上
市

民
会
議
が
主
催
、
潟
上
市
が
共
催
し
た
も

の
で
す
。

当
日
は
、
各
地
区
の
町
内
会
や
分
館
、

市
内
の
青
少
年
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
の
会
員
、
一
般
市
民

な
ど
総
勢
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
青
少

年
育
成
潟
上
市
民
会
議
の
佐
藤
義
久
会
長

が
「
市
内
の
青
少
年
の
健
全
な
育
み
に
、

市
民
の
目
線
で
事
業
や
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
よ
り

柔
軟
に
事
業
展
開
で
き
る
も
の
と
期
待
し
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

続
い
て
、
石
川
光
男
市
長
が
「
子
ど
も

た
ち
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
ど
の
よ
う

に
し
て
守
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち

大
人
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
、
そ
の

可
能
性
の
芽
を
地
域
社
会
の
中
で
育
ん
で

い
く
運
動
を
展
開
す
る
み
な
さ
ま
の
日
頃

の
ご
苦
労
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
の
後
、
記
念
講
演
で
は
、
非

営
利
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｃ
Ａ
Ｐ
秋
田
代

表
の
大
久
栄
さ
ん
が
「
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
大
人
が
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
講

話
。
大
久
さ
ん
は
「
ど
ん
な
子
ど
も
に
も

安
心
す
る
権
利
・
自
信
を
持
つ
権
利
・
自

由
の
権
利
が
あ
る
。
そ
の
権
利
を
守
る
た

め
に
、
Ｎ
Ｏ
（
い
や
と
言
う
）、
Ｇ
Ｏ
（
逃

げ
る
・
距
離
を
お
く
）、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
（
相

談
・
誰
か
に
言
う
）
の
行
動
で
、
自
分
の

心
と
体
を
暴
力
か
ら
守
る
。
親
は
子
ど
も

が
も
し
も
何
か
被
害
に
あ
っ
た
と
き
、『
あ

な
た
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
、
信
じ
て
る
よ
』

と
い
っ
て
手
を
握
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
心
構
え
や
行
動
を
具
体
的
な
例
を

潟
上
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
を
開
催

青
少
年
の
未
来
を
守
る
た
め
市
民
が
集
い
、
話
し
合
う

潟
上
市
音
楽
祭

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｖ
Ｈ
Ｓ
が
完
成

平
成
十
八
年
度
「
潟
上
市
音
楽
祭
」

の
模
様
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｖ
Ｈ
Ｓ
が

完
成
し
ま
し
た
。

本
音
楽
祭
に
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
無
料
で
配
布
を
し
て
お
り
ま
す

が
、「
出
演
し
た
の
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｖ

Ｈ
Ｓ
を
も
ら
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
生
涯
学
習
課

(

q
８
７
７
ー
７
８
０
５
）

図
書
館
よ
り

映
画
上
映
会
を
開
催

図
書
館
本
館
で
は
、
一
月
十
三
日

(

土)

十
三
時
か
ら
ジ
ョ
ニ
ー
デ
ッ
プ

主
演
に
よ
る
話
題
作
「
チ
ャ
ー
リ
ー
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
」
を
上
映
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
映
画
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
図
書
館
本
館

(

q
８
７
８
ー
６
６
８
８)

「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
の
活
動
を
紹
介
す
る
大
久
栄
さ
ん

▲多くの市民が青少年の健全育成を考え合う

▲
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挙
げ
な
が
ら
熱
く
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
潟
上
子
ど
も
和
楽
器
合
奏
団
」

の
代
表
鈴
木
鈴
秋
さ
ん
と
「
飯
田
川
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル
」
の
伊
藤
和
人
さ
ん
の

お
二
人
が
、
活
動
内
容
や
活
動
の
目
的
に

つ
い
て
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
理

解
と
継
承
を
目
的
と
し
て
小
学
生
を
対
象

に
、
潟
上
子
ど
も
和
楽
器
合
奏
団
を
立
ち

上
げ
、
尺
八
や
和
太
鼓
の
演
奏
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
養
っ
て
い
る
実
践

を
紹
介
し
、
続
い
て
団
員
の
子
ど
も
た
ち

が
素
晴
し
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
に
し
か
得

る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
や
ふ
る
さ
と
へ

の
原
風
景
を
子
ど
も
の
心
へ
刻
む
た
め
に
、

飯
田
川
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し

た
こ
と
、
春
秋
は
登
山
、
夏
は
海
、
冬
は

ス
キ
ー
等
の
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
小
林
洋
教
育
長
が
「
潟
上
市

の
子
ど
も
は
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
私
た
ち
大
人
の
責
任
で

す
」
と
大
会
を
総
括
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
青

少
年
健
全
育
成
の
気
運
が
よ
り
高
ま
り
、

一
層
の
充
実
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

生涯学習課１月行事

マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）

講
習
会
を
開
催
中

追
分
地
区
児
童
館
で
は
、
昨
年
十
二

月
か
ら
全
五
回
の
予
定
で
「
マ
ジ
ッ
ク

（
手
品
）
講
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。講

師
は
、
秋
田
大
学
の
奇
術
研
究
会

の
み
な
さ
ん
で
す
。
手
品
を
見
せ
た
り
、

指
導
し
て
い
ま
す
。
一
月
も
三
回
開
催

す
る
予
定
で
、
現
在
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
手

品
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
多
数
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

追
分
地
区
児
童
館

(

q
８
７
３
ー
４
８
８
９
）

▲伊藤和人さんが飯田川アウトドア
スクールの活動を発表

潟
上
子
ど
も
和
楽
器
合
奏
団
の
子
ど
も
た

ち
が
演
奏
を
披
露

▲

※今月の公民館の休館日　８日(月）
【昭和公民館】（q８５５－５１３０）
●湖南大学（１月講座）
16日（火）10時30分～講話＆趣味講座
●ほうかご元気塾　　
17日・24日（各水曜日） 15時～　レイクプラザ
18日・25日（各木曜日） 15時～　豊川地区館
●潟上市書道展新春書初め大会
２日（火）８時30分～
●書初め大会書道展　
４日（木）～11日（木）
●冬休み元気塾　　　　　　　　　　　
10日（水）10時～12時、13時～15時　　
小学生集まれ！
エコクラフトバンドで遊ぼう！
おやつもあるよ、みんなの参加を待っています　　　
お問い合わせは…昭和公民館まで
●女性セミナー　
11日（木）10時～講話
●子育て講座　
17日（水）10時～　中央児童館
●土よう日元気塾
27日（土）10時～

【飯田川公民館】（q８７７－６７４４）
●ことぶき大学園
［普通科］ 18日（木） 10時～　講話
［軽スポーツ科］ 11日・25日（各木曜日）

10時～　ふれあいスポーツ会館
［書道科］ ９日・23日（各火曜日）10時～
●英会話教室（中級）※初級はお休みします。

18日（木）18時30分～
●子育て教室　11日（木）10時～
●少年少女発明クラブ

13日（土）13時～若竹児童センター
●絵手紙教室　16日（火）10時～
●KATAGAMIチャレンジキッズ

20日（土）10時～
【天王公民館】（q８７８－４１１１）
●松寿大学
18日（木） 10時～
●楽しい押し花　　
16日（火） 10時～
●はまなす女性学級
17日（水） 10時～
●子育て母親教室　
24日（水） 10時～
●お茶の間サロン
５日・12日・19日・26日（各金曜日） ９時～

【図　書　館】（q８７８－６６８８）
●映画上映会　（入場無料）
13日（土） 13時～　図書館本館

「チャーリーとチョコレート工場」
【追分地区児童館】（q８７３－４８８９）
●雪だるま灯ろう作り
24日（水） 15時～
●シュリンクのれん作り
11日（木）～21日（日）15時～
●マジック（手品）講習会
13日・20日・27日（各土曜日） 14時～
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１ 月 元日

２ 火

３ 水

４ 木 潟上市消防団出初式（11時～、天王総合体育館）
市役所・仕事始め

５ 金

６ 土

７ 日

８ 月 祝日(成人の日)

９ 火

10 水

11 木

12 金 献血車巡回〔北日本自動車学校、藤原記念病院、
県総合教育センター・県自治研修所〕詳細は13Ｐ

13 土 第2回潟上市ジュニア・スポーツ大会
（９時～、天王総合体育館）

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

19 金 献血車巡回〔秋田地域振興局福祉環境部、アグリ
プラザ昭和、大久保小学校、湖東消防昭和分署、
羽城中学校〕詳細は13Ｐ

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土 潟上市・南秋田郡ミニバスケットボール新人大会
（̃28日、天王総合体育館）

28 日

29 月

30 火

31 水

日 曜 行　　事　　予　　定

湖東地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　１月７日(日)毎月第1日曜日

ところ　湖東地区消防本部

内　容　講習は無料。随時受付しています。

希望により出張講習会を実施します。

お申込みは…湖東地区消防本部（q874－2420）

潟上市スキー教室IN田沢湖　参加者募集
主　催　潟上市スキークラブ
と　き　１月21日(日)
ところ　田沢湖スキー場
対　象　潟上市在住で小学生以上の方
集　合　６時30分まで昭和公民館前
※市バスでスキー場に行きます

参加費　2,000円（保険料込み）
申込期限　１月15日(月)
お申込み・お問い合わせは…
菊地（q090－2793－3785）
鈴木（q090－4638－6699）

男鹿地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　１月21日(日)毎月第３日曜日

ところ　男鹿地区消防本部

内　容　講習は無料。お申込みは、前日まで受付

しています。

お申込みは…男鹿地区消防本部（q0185－23－3139）

※市役所各庁舎・公共施設は「年末年始」のため、
平成18年12月29日(金)から平成19年１月３日(水)
まで閉庁・休館となります。

「家庭バレーボール大会」参加チーム募集
市では「潟上市家庭バレーボール大会」を開催します。市民

多数のご参加をお待ちしています。

と　き ２月18日(日)開会式９時
ところ 天王総合体育館
参加資格 市内在住の既婚者
チーム編成 皮革の部（男子・女子の部）

公認４号皮ボール使用
ソフトの部（壮年・主婦の部）
周囲78㎝糸巻きゴムボール使用

※チームは同一分館・地区（運動会地区割）で編成すること。
申込期限 １月31日(水)17時までメンバー表を添えて天王総合

体育館またはスポーツ振興課へお申込みください。
監督会議 ２月６日(火)天王コミュニティ防災センターで行い

ます。
お問い合わせは…天王総合体育館（q878－3232）

スポーツ教室のご案内
いい汗かいてリフレッシュ！交流の輪を広げよう
バランスボールエクササイズ　計３回開催

と　き １月24日(水)、２月１日(木)・７日(水)14時～15時
ところ 天王総合体育館
定　員 20人（参加費無料）

バドミントン教室　計５回開催

と　き １月26日、２月２日・９日・16日・23日（各金曜日）
19時～21時

ところ 天王総合体育館
定　員 20人（参加費無料）

申込期限 両教室ともに１月19日(金)まで天王総合体育館にお
申込みください。（電話申込可）

お問い合わせは…天王総合体育館（q878－3232）

秋田県の最低賃金・産業別最低賃金のお知らせ
秋田県最低賃金及び産業別最低賃金の金額が、次の

とおり改正されました。

お問い合わせは…秋田労働局賃金室（q883－4266）
秋田労働基準監督署（q865－3671）

秋田県最低賃金�
（すべての産業に適用）�

最低賃金額（時間額）�

６１０円� 平成18年10月１日�

効力発生日�

産業別最低賃金�

非鉄金属製錬・精製業�
（非鉄金属合金製造業を含む）�

自動車・同附属品製造業�

最低賃金額（時間額）�

７２１円� 平成18年12月15日�

６８０円� 平成18年12月21日�

７１０円� 平成18年12月16日�

６９７円� 平成18年12月17日�

効力発生日�

電子応用装置、その他
の電気機械器具、電子
計算機・同附属装置、
電子部品・デバイス製
造業�
（磁気テープ、磁気ディス

ク製造業を除く）�

自動車(新車)、自動車部
分品・附属品小売業�



「バスケットボール大会」参加チーム募集

主　催 潟上市バスケットボール協会
と　き ２月４日(日)開会式８時30分～
ところ 天王総合体育館
チーム編成 男子の部・女子の部
参加資格 市内在住の中学生以上または

勤務している方(男子の部は
男女混合でも可能)

参加費 １チーム2,000円
（スポーツ保険代含む）

申込期限 １月19日(金)
お申込み・お問い合わせは…協会事務局

桜庭（q090－6629－5229）
菅原（q090－7665－0789）

カラオケ教室「ゆりの会」
“新春チャリティー発表会”開催

と　き １月21日(日)開演12時30分
ところ 天王公民館（入場無料）
ゲスト 三浦博美 氏

（ミノルホンレコード）
※ゆりの会では、会員を募集しています。
お気軽にお問い合わせください。
お問い合わせは…渡部（q878－4149）
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「中村征夫写真展」開催

わが国を代表する水中写真家の中村征
夫さん（潟上市昭和出身）の豊かな写真
世界を一望する絶好の機会です。
と　き １月４日(木)～２月21日(水)

10時～18時
ところ 秋田市立千秋美術館
●ギャラリートーク・サイン会
と　き １月７日(日)・８日(月)14時～
ところ 千秋美術館２階展示室
お問い合わせは…
秋田市立千秋美術館（q836－7860）

天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」

●二田保育園、湖岸保育園、追分保育園、追分乳児保育園

お問い合わせは…
二田保育園　　（q878－3100）
湖岸保育園　　（q878－2230）
追分保育園　　（q873－5159）
追分乳児保育園（q873－2023）

「第７回全国障害者スポーツ大会リハーサル大会
兼第５回秋田県障害者スポーツ大会」参加者募集

と　き ６月９日(土)・10日(日)
ところ 県立中央公園陸上競技場ほか
種　目 陸上競技・水泳ほか
申込期限 １月15日(月)
お申込み・お問い合わせは…
潟上市社会福祉課（q855－5112）

秋田わか杉国体冬季大会スキー競技会
開会式当日の交通規制のお知らせ

秋田わか杉国体冬季大会スキー競技会
開会式が、２月10日、県立田沢湖スポー
ツセンター陸上競技場で開催されます。
開会式当日は、県道駒ヶ岳線から新田

沢湖スポーツセンターへ至る市道および
水沢温泉郷内の市道の一部が、大会関係
車両以外は通行禁止となります。
開会式会場周辺は、交通混雑が予想さ

れますので、会場周辺へのマイカー通行
を自粛し、交通混雑の緩和にご協力をお
願いします。
お問い合わせは…
県国体・障害者スポーツ大会局

（q860ー5267）

「若年者職場体験面談会」開催

と　き １月19日(金)13時～16時30分
ところ 秋田ビューホテル
対象者 ①平成19年３月に大学、短大、

高専、専修学校などを卒業
予定の方
②34歳以下で求職中の方

内　容 ①職場体験受入企業との面談会
②就職支援コーナー…キャリア
カウンセラーによる個別カウ
ンセリングや就職関係情報の
展示・提供など

お問い合わせは…
フレッシュワークＡＫＩＴＡ

（q826－1735）

「昭和プラザの湯」
年始の休業日のお知らせ

【訂正とお詫び】
「広報かたがみ(12月15日号)」く
らしの情報(６ページ)の中で、昭
和プラザの湯の休業日「１月２日
(火)・３日(水)」とあるのは、
「１月１日(月)・２日(火)」の誤り
です。訂正してお詫びいたします。
お問い合わせは…
昭和プラザの湯（q877－6700）

と　き
1月10日(水)
10時～11時 お話を聞きましょう

内　　容

ひとり暮らし及び高齢者世帯等の除雪について
冬期間の除雪が困難なひとり暮らし高齢者等に対し、日常生活に必要な部分の

除雪を行います。

●軽度生活援助事業
対象者 市内に居住地を有するおおむね65歳以上の単身世帯、高齢者のみの世帯
及びこれに準ずる世帯に属する高齢者であって、近親者の支援が受けられない方
内　容 玄関から直近の公道までの通路の確保
利用料 １時間200円（１回２時間以内）年12回を上限
申込方法 高齢福祉課、市役所各総合窓口センター及び社会福祉協議会に印鑑を
持参して手続きをしてください。
お問い合わせは…潟上市高齢福祉課（q855－5113）

●シルバー人材センター事業
対象者 市内に居住地を有する方
内　容 日常生活に必要な部分の除雪（屋根の雪下ろしは行いません）
利用料 １時間882円（事務手数料込み）
お申込み・お問い合わせは…潟上市社会福祉協議会（q877－2627）
天王センター（q878－7799） 昭和・飯田川センター（q877－5017）
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「市民
のひろば」は、市民が登場

するコ
ーナーです。

徒
に
、
学
習
・
運
動
・
交
友
な
ど

の
支
援
を
行
い
、
体
験
的
行
事
を

取
り
入
れ
、
社
会
性
や
創
造
性
を

高
め
て
い
ま
す
。

「
現
在
、
在
籍
す
る
子
ど
も
た

ち
は
十
六
人
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
孤
独
感
を
抱
い
て
、
心
の
痛
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
の

段
階
で
、
我
慢
や
苦
労
す
る
気
持

を
持
た
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
古
谷
さ
ん
。

平
成
十
七
年
度
に
は
八
人
、
平
成

十
八
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
六
人

の
児
童
・
生
徒
が
小
中
学
校
へ
復

帰
し
て
い
ま
す
。

古
谷
さ
ん
は
、「
学
校
へ
復
帰
し

た
子
ど
も
た
ち
に
、
元
気
な
声
や

明
る
い
笑
顔
が
も
ど
る
と
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
教
室
は
、

一
時
避
難
的
な
駆
け
込
み
寺
の
よ

う
な
存
在
で
あ
り
、
心
の
痛
み
を

癒
す
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
、
や
は
り
学
校

が
一
番
の
居
場
所
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
『
学
校
に

も
ど
り
た
い
』
と
思
え
る
指
導
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
不

登
校
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
た
ら
、

親
も
あ
き
ら
め
ず
に
一
緒
に
な
っ

て
解
決
策
を
探
り
に
、
一
度
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

中
央
さ
わ
や
か
教
室

（
q
８
７
３
―
７
６
６
６
）

●
第
５
回
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
あ
き
た
・
　

あ
き
た
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会

平
成
18
年
11
月
19
日

会
場
・
昭
和
体
育
館

【
男
子
の
部
】

第
１
位
　

チ
ー
ム
”Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
“

（
潟
上
市
）

第
２
位
　

ド
ン
ピ
ッ
キ
ー

（
潟
上
市
）

第
３
位
　

ｐ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ｋ
Ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｃ
ｋ

（
潟
上
市
）

【
女
子
の
部
】

第
１
位
　
大
久
保
Ｂ
Ｂ
Ｃ

（
潟
上
市
　
羽
城
中
学
校
）

第
２
位
　
結
果
オ
ー
ラ
イ

（
潟
上
市
　
羽
城
中
学
校
）

第
３
位
　
∞
〟無
　
限
〟

（
潟
上
市
　
羽
城
中
学
校
）

●
第
９
回
県
小
学
生
学
年
別
剣
道
大
会

平
成
18
年
12
月
９
日

会
場
・
県
立
武
道
館

【
６
年
女
子
】

第
３
位
　
二
田
　
美
樹

（
飯
田
川
剣
道
ス
ポ
少
）

【
５
年
男
子
】

敢
闘
賞
　
桧
山
　
大
晟

（
天
王
剣
道
ス
ポ
少
）

【
５
年
女
子
】

敢
闘
賞
　
市
橋
　
志
野

（
昭
和
剣
道
ス
ポ
少
）

●
飯
田
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
」
を
受
賞

飯
田
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
平

成
18
年
12
月
９
日
、
県
立
武
道
館
に
お
い

て
、
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
（
会
長

武
安
義
光
）
か
ら
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、日
頃
の
ス
ポ
少
活
動
に
加
え
、

団
と
し
て
定
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
奉

仕
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
第
26
回
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

湖
竜
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

平
成
18
年
12
月
３
日

会
場
・
昭
和
体
育
館

主
催
　
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
剣
道
連
盟

主
管
　
潟
上
市
剣
道
連
盟
飯
田
川
剣
友
会

団
体
戦

【
低
学
年
の
部
】

優
　
勝
　
昭
　
和

準
優
勝
　
出
戸
Ｂ

第
３
位
　
男
鹿
Ｂ
＆
Ｇ
／
出
戸
Ａ

【
高
学
年
の
部
】

優
　
勝
　
追
分
Ａ

準
優
勝
　
天
王
Ａ

第
３
位
　
昭
和
西
部
／
飯
田
川

個
人
戦
（
敬
称
略
）

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
三
澤
　
　
茜（
天
　
王
）

準
優
勝
　
加
藤
　
夕
海（
追
　
分
）

第
３
位
　
菅
原
　
莉
妃（
飯
田
川
）

第
３
位
　
松
渕
　
美
月（
出
　
戸
）

【
男
子
低
学
年
の
部
】

優
　
勝
　
二
田
　
優
樹（
飯
田
川
）

準
優
勝
　
佐
々
木
寿
希（
天
　
王
）

第
３
位
　
鈴
木
　
雄
稀（
昭
　
和
）

第
３
位
　
大
関
　
隆
貴（
天
　
王
）

【
男
子
高
学
年
の
部
】

優
　
勝
　
安
田
　
大
夢（
追
　
分
）

準
優
勝
　
斉
藤
　
　
稜（
追
　
分
）

第
３
位
　
船
木
　
順
平（
天
　
王
）

第
３
位
　
桧
山
　
大
晟（
天
　
王
）

「
不
登
校
に
な
る
子
ど
も

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情

や
環
境
が
違
い
、
心
の
痛
み

も
異
な
り
ま
す
。
入
級
し
た

子
ど
も
た
ち
が
心
の
傷
を
癒

し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
や

親
の
立
場
を
尊
重
し
な
が

ら
、
真
心
を
も
っ
て
相
談
・

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」

古
谷
次
男
さ
ん
、
六
十
八

歳
。
平
成
十
年
四
月
か
ら
適

応
指
導
「
中
央
さ
わ
や
か
教

室
」（
追
分
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
内
）
の
主
任
専
任
指
導

員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

不
登
校
の
子
ど
も
と
親
の
相

談
・
指
導
に
活
躍
。
毎
週
四

日
間
、
適
応
指
導
教
室
を
開

き
、
秋
田
市
・
潟
上
市
・
男

鹿
市
・
南
秋
田
郡
内
か
ら
通

級
す
る
不
登
校
の
児
童
・
生

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
の
た
め
に

中
央
さ
わ
や
か
教
室

主
任
専
任
指
導
員

古
谷
　
次
男
さ
ん
（
追
分
）

▲古谷次男さん

▲４人一組によるゲームに会場は熱気
ムンムン（あきたキンボール大会）
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ブランコ遊びが大好きな颯奏
さ つ か

ちゃん（2歳）とアン
パンマンに夢中の光晟

て る あ

くん（1歳）です。10月には
遼河
と お が

くんが誕生し、みんなで可愛がってくれ、ハラハ
ラ・ドキドキの毎日です。いつまでも仲良く、元気に
育ってね！
お父さん　佐　藤　　存　さん（追分西）
お母さん　　　　　有　加さん

「出生」「死亡」は住民基本

台帳11月１日～11月30日

届出分を掲載

おくやみを申し上げます

大久保野球スポ少・昭和愛球会

お誕生おめでとう
＜飯田川地区＞
*菅　原　佑

ゆう

平
へい

くん　
（飯塚下、 剛　・志穂子）

* 原　麗
れい

奈
な

ちゃん　
（中町１、純　一・里　奈）

*保　坂　美海愛
み う な

ちゃん　
（新道下、信　旭・妙　子）

*中　村　　　凛
りん

ちゃん　
（住　宅、 章　・禎　子）

＜昭和地区＞
*滝　城　理

り

子
こ

ちゃん　
（駅　前、元　順・明　美）

*佐々木　澄
きよ

斗
と

くん
（仁　山、一　澄・陽　子）

*瀬　下　心
ここ

姫
な

ちゃん　
（田　屋、貴　文・静　香）

*菊　地　拳
けん

平
ぺい

くん　
（上　町、正　人・典　子）

*近　藤　　　成
じょう

くん　
（山　神、 誠　・麻　希）

＜天王地区＞
*石　井　優

ゆう

雅
が

くん
（羽立北野、雄　介・　愛　）

*佐　藤　亜矢斗
あ や と

くん
（大長根、武　士・沙知子）

*小　坂　大
だい

輔
すけ

くん
（一　向、正　隆・晴　美）

*藤　原　心
ここ

奈
な

ちゃん
（上江川、新　孝・亜由美）

*三　浦　　　心
こころ

ちゃん
（野　沢、 玄　・百　子）

*仲　本　有
ゆ

良
ら

ちゃん
（追分西、 剛　・留　美）

*松田谷　　　寵
めぐむ

くん
（上北野、龍　一・美　香）

*登　藤　真
ま

優
ゆ

ちゃん
（上北野、博　樹・淳　子）

*中　谷　　　巧
たくみ

くん
（上江川、二　郎・美　香）

*石　川　優
ゆう

香
か

ちゃん
（上江川、健　志・久　子）

*佐　藤　美
み

優
ゆう

ちゃん
（北　野、圭　樹・真理子）

*工　藤　岳
たけ

流
る

くん
（上江川、博　幸・陽　子）

*加　藤　風
ふう

喜
き

くん
（北　野、大　地・静　絵）

*小　山　　　隼
しゅん

くん
（上江川、友　行・彩　子）

*渋　谷　優
ゆ

羽
う

ちゃん
（二　田、淳　二・香　澄）

*田　村　琉
りゅう

翔
と

くん
（北　野、 丸　・絵里子）

*丸　谷　悠一郎
ゆういちろう

くん
（塩　口、 守　・寛　子）

*中　村　幸
こう

誠
せい

くん
（東京都、裕　治・育　子）

*木　田　藍
あい

琉
る

くん
（上江川、 歩　・美登里）

*薄　田　悠
はる

華
か

ちゃん
（二　田、幸　悦・集　美）

わが家の宝ものコーナーや各種団体活動の紹介など、
市民みなさんからの情報提供をお待ちしています。
【あて先】〒010－0201 潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所天王第2庁舎　総合政策課
q878－9802 FAX878－2369

＜飯田川地区＞
◆11/15渡　邉　勝　己さん

（羽立２、74歳）

◆11/18神　田　　　茂さん
（中町２、90歳）

◆11/23菊　地　正　巳さん
（矢　坂、79歳）

◆11/25伊　藤　冨　二さん
（妹川浜、79歳）

◆11/27菊　地　嘉　市さん
（宮　下、90歳）

＜昭和地区＞
◆11/ 2宮　田　吉　一さん

（槻　木、69歳）

◆11/ 5 原　勝　治さん
（野村下、81歳）

◆11/ 7柏　　　昭　子さん
（下　町、70歳）

◆11/13 原　久仁夫さん
（アミダ堂、63歳）

◆11/14進　藤　セ　ツさん
（川　向、74歳）

◆11/21菅　原　金　秋さん
（上　町、72歳）

◆11/21渡　邊　善　助さん
（大郷守、91歳）

◆11/26小　柳　ノ　リさん
（アミダ堂、78歳）

◆11/26 橋　　　純さん
（下　町、93歳）

◆11/29千　田　千　鶴さん
（下　町、94歳）

＜天王地区＞
◆10/28今　野　ミヤノさん

（上江川、93歳）

◆10/31加　藤　　實さん
（二　田、65歳）

◆11/  1間　杉　リンコさん
（沖　田、91歳）

◆11/  2村　山　八治郎さん
（上の台、86歳）

◆11/  7藤　原　勇　作さん
（上江川、74歳）

◆11/  9三　浦　昭　三さん
（沖中谷地、72歳）

◆11/19菊　地　福右エ門さん
（北　野、78歳）

◆11/19三　浦　鐵　藏さん
（羽立北野、76歳）

◆11/21藤　原　　久　さん
（上江川、94歳）

◆11/22児　玉　與　助さん
（天　王、73歳）

◆11/25石　山　リ　ツさん
（鶴沼台、77歳）

真剣勝負（？）とだまこ鍋で交流深める

大久保野球スポ少と500歳野球チーム「昭和愛球会」
との交流会が、昨年９月30日、大久保小学校グラウンド
で行われました。
７月から新チームとしてスタートした大久保スポ少。

一生懸命練習してきた成果を試そうと、大ベテランの昭
和愛球会との試合に臨みました。試合結果は、全く歯が
立ちませんでしたが、チーム一丸となって獲得した『１
点』は、子どもたちのいい記念になったようです。
試合後は、元ＪＲ東日本東北監督の戸部さんと元県信

連の後藤さんから「基礎」を中心に指導を受け、子ども
たちは真剣そのものでした。
最後は、全員で「だまこ鍋」をつついて親睦を図り、

笑顔がいっぱいの楽しい交流会となりました。
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市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図る
ため、「市長面会日 ～ようこそ市長室へ」を開設して
います。
市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの声」を

市長にお届けください。
＜１月の面会日＞
●１月26日（金）10時～12時　天王地区

13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…１月18日（木）15時までに

潟上市総合政策課（q878－9802）
までお申込みください。

●
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、「
２
０
０
６
年
」

は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
。
昨
シ
ー
ズ
ン

の
大
雪
、
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
種
苗

交
換
会
な
ど
、
広
報
担
当
に
と
っ
て
は

「
あ
っ
と
い
う
間
」
の
一
年
だ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
●
市
の
花
「
バ
ラ
」
を
栽
培

す
る
菅
原
良
一
さ
ん
・
ま
り
子
さ
ん
ご
夫

妻
。
市
内
で
も
数
少
な
い
「
バ
ラ
栽
培
」

を
手
が
け
て
い
ま
す
。
淡
い
ピ
ン
ク
色
の

バ
ラ
「
エ
レ
ガ
ン
ス
」(

表
紙
写
真)

の
蕾
が

い
っ
ぱ
い
の
ハ
ウ
ス
は
、
春
を
感
じ
さ
せ

る
や
さ
し
い
空
間
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

●
明
け
て
２
０
０
７
年
は
「
亥
年
」。
毎
年
、

新
し
い
一
年
の
は
じ
ま
り
に
、「
今
年
こ
そ
」

と
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
。
仕
事
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
健
康
の
こ
と
、
趣
味
の
こ

と
…
。
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
新
年
の

目
標
が
「
健
康
」
に
傾
い
て
い
く
の
は
私

だ
け(

？)

。
今
年
は
、
何
か
一
つ
目
標
が
達

成
で
き
る
よ
う
に
「
猪
突
猛
進
」
し
た
い
。

世帯数　　12,575世帯（＋20）
人　口　　35,930人 （＋35）
うち男性　17,181人 （＋15）
女性　18,749人 （＋20）

※住民基本台帳　平成18年11月30日現在
（ ）内は前月比

▲米俵のようなふっくらとした姿のイノシシ。飯田川飯塚の
さぎまい工房(代表　三浦節子)で作られた干支こけしです。
豊かな表情が私たちを和ませてくれます。

今回で９作目となる干支こけし。三浦さ
んの描いたイノシシの顔はみんな上向きで、
「何があっても、ひるまず、おそれず前進し
よう」という思いが込められています。
イノシシが胸に抱くのは、梅や打ち出の

小槌などのおめでたいもの。今年新たに仲
間入りした「南天

なんてん

」の絵は、「困難
なん

・災難
なん

が
転
てん

じて福となりますように」という三浦さ
んからの温かいメッセージです。

今年は亥年。十二支の最後の干支です。十二の方
角を示す十二支それぞれに動物を当てたのは中国で
すから、中国でも当然同じ亥年です。
人間は、昔からイノシシをさまざまに利用してき

ました。肉は獣肉を食べることを忌避していた時代
から、「山くじら」と呼んで食べてきました。毛は
ブラシに、歯は印材に、胃液はマムシにかまれたと
きに使ったといいます。皮は靴用に使われましたが、
それは怒り毛で縫ったようです。
イノシシといえば、猪突

ちょとつ

猛進という言葉を連想し
ます。でも、いまはゆとりの時代です。暮らしにメ
リハリをつけ、猪突猛進をしたら、ゆっくり休むよ
うにしたいものですね。

三
浦
節
子
さ
ん
（
飯
田
川
飯
塚
）

市指定文化財『十王堂』公開は３月
例年１月に開催していた市指定文化財『十王堂』(飯

田川飯塚)の公開は、積雪などにより参観者が見込めな
いため、３月に開催します。
詳しい日程などについては、３月の広報でお知らせ

します。
お問い合わせは…潟上市財政課（q878－9805）

飯田川飯塚財産区から

い どし


